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回数 回数
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回

第 第

1 15

回 回

第

16

回

第 第

2 17

回 回

第 第

3 18

回 回

第 第

4 19

回 回

第 第

5 20

回 回

第 第

6 21

回 回

第 第

7 22

回 回

第 第

8 23

回 回

第 　

9 　

回 　

第 　

10 　

回 　

第 　

11 　

回 　

第 　

12 　

回 　

第 　

13 　

回 　
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科目名
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授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
【授業計画】

授業のねらいと概要：

教科書と参考図書：

評　価　法　：

（英文名）

地理学演習Ⅰ地理学演習Ⅰ地理学演習Ⅰ地理学演習Ⅰ
Seminar on Geography　Ⅰ

出席状況、報告内容、発言（質問・意見）回数

    

の文献を読ませる方向で指導したい。

必要に応じて指示

     　なが　 　　しま　　　ひろ　  　みち

 

３年次の地理実習とは本来別の科目であるが、これと連動させることによってより効果的なものにしたい。履修者には、より多く

演習の目的・方法・課題の設定

評価基準、卒論テーマ提出

文献探索の方法

各人のテーマ・発表日の設定

地理実習でのテーマ、調査計画

地理実習でのテーマ、調査計画

地理実習でのテーマ、調査計画

論文紹介・討論

論文紹介・討論

論文紹介・討論

休講

地理実習の報告

地理実習の報告

論文紹介・討論

論文紹介・討論

論文紹介・討論

地理実習の報告

地理実習の報告

地理実習の報告

論文紹介・討論

地理実習フィールドの検討

地理実習フィールドの決定

地理実習の報告

卒論作成にむけて

地理実習でのテーマ、調査計画報告

地理実習でのテーマ、調査計画報告

地３必地３必地３必地３必

地理学演習Ⅰは、履修学生の主体的活動が基本である。従って、学生の報告とそれについての討論という方法で展開する。

地理実習でのテーマ、調査計画

－333－




